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緒　　　　　言

わが国では新型コロナウイルス感染症が国内に侵入し感
染拡大が進むと、地域において感染クラスターの封じ込め
のため積極的疫学調査が行われるようになり、その一助と
してゲノム分子疫学調査が行われるようになった1）。ウイ
ルスは増殖の過程でゲノム配列に変異が起こるため、患者
から採取された株は独自の変異パターンを持つ。そのため
地域や集団において各株が持つ変異を比較することで、感
染クラスターに共通な変異パターンや感染リンクを明らか
にすることができる。現在、国立感染症研究所、地方衛生
研究所及び民間検査機関等でゲノム配列の解読及び解析が
実施されている。

新型コロナウイルスについてはゲノム配列の変異による
分類法が国際的に定義されており、新規の変異株の出現や
拡がりを世界的に監視することができる。また各系統の重
症度や感染性、免疫からの逃避性などの評価が行われ、世
界で共通した議論と情報共有をすることができる2, 3）。新
型コロナウイルス変異株の分類には一般的に Pango が用
いられており、アルファベットと数字を用いた系統名が
割り振られている4）。例えば、B.1.1. 529. ○は BA. ○と
命名されるため、BA.2 や BA.5 はすべて同じ B.1.1. 529
系統の亜系統となる。BA.5 から亜系統に枝分かれする
と BA.5.2、BA.5.2. 1 と後ろに数字が続き、さらに続くと
BF.1（＝ B.1.1. 529. 5. 2. 1. 1）のように新たなアルファベッ
トが付けられる。WHO は主要な系統にギリシャ文字のラ
ベルを割り当てており、アルファ（B.1.1. 7 系統）やデル
タ（B.1.617. 2 系統）、オミクロン（B.1.1. 529 系統）など
と呼称される5）。

北海道における新型コロナウイルス感染症新規患者数は
2020 年 13,438 人、2021 年 48,063 人、2022 年 1,171,370 人
であり、2022 年は前年及び前々年を大きく上回る数となっ
た。今回、2022 年 1 月から 2023 年 3 月における北海道の

変異株を集計し、推移や置き換わりの時期を調べた。あわ
せて、患者数の増加と変異株の関連を調べたので報告する。

方　　　　　法

新型コロナウイルスの遺伝子情報が迅速に公開され、誰
でも利用可能なデータベースである GISAID（https://
gisaid. org）を利用した。GISAID に登録された株のうち
北海道で 2022 年 1 月 3 日から 2023 年 4 月 2 日（2022 年
第 1 週から 2023 年第 13 週）に採取された株の採取日及び
Pango 系統（Pango v4.2）を抽出した。各株に付与された
Pango 系統を適宜共通の親系統でまとめ、疫学週ごとに集
計した。

北海道における新型コロナウイルス陽性患者数を北海道 
オープンデータポータル（https://www.harp. lg. jp/opendata/ 
dataset/1369.html）から抽出し、2022 年 1 月 3 日から 2023
年 4 月 2 日（2022 年第 1 週から 2023 年第 13 週）の期間に
ついて疫学週ごとに集計した。

結 果 及 び 考 察

2022 年第 1 週から 2023 年第 13 週までに北海道で検出
された新型コロナウイルス変異株の Pango 系統の割合を
図 1 に示す。なお、対象となる GISAID の登録件数は合計
6,738 件で 1 週間当たり平均約 103 件、最多が 2022 年第 2
週の 339 件、最少が 2023 年第 11 週の 33 件であった。デ
ルタと呼ばれる B.1.617. 2 系統の亜系統である AY.29 系統
が 2022 年第 4 週まで検出されたが、それ以外はすべてオ
ミクロンと呼ばれる B.1.1. 529 系統であった。国立感染症
研究所は 2021 年 11 月 28 日よりオミクロンを日本国内に
おいて「懸念される変異株（VOC; Variants of Concern）」
に位置づけ6）、2023 年 4 月 21 日時点でも継続されている7）。
2022 年第 2 週から第 10 週までは BA.1 系統が 90％以上を
占めていたが、徐々に BA.2.75 系統を除く BA.2 系統の割
合が増え、第 15 週には 50％以上となり、その後 BA.2 系
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統が 90％以上を占める状態が第 18 週から第 25 週まで 8
週間続いた。2022 年第 24 週に初めて BA.5 系統が検出さ
れると第 28 週に全体に占める割合が 50％を超えた。その
後第 31 週から第 51 週まで 90％以上、2023 年以降も平均

約 72％と BA.5 系統が主流である期間が長く続いた。検
出された BA.5 系統の変異株のほとんどは BA.5.2 系統で
あった。一方 BA.5.3 系統は全体に占める割合がおおむね
3％程度で推移していたが、第 51 週頃に割合が増加し始
め、以降は平均約 17％となった。BA.2.75 系統も BA.5.3
系統と似た推移を示した。BA.2.75 系統は BA.2 系統が主
流になった 2022 年第 6 週から第 33 週までには検出され
ておらず、2022 年第 42 週に初めて検出されると割合は増
加し、2023 年第 10 週には約 32％にのぼった。XBB 系統、
XBF 系統及び XBJ 系統といった組換え体は BA.5.3 系統
や BA.2.75 系統より後の 2022 年第 51 週から検出され始め、
2023 年第 9 週頃から割合が増加した。そのほかのオミク
ロンの変異株について BA.4 系統は第 26、28、31、33、38、
43 週に合計 9 件検出されたが、増加することはなかった。
BA.3 系統は今回検出されず、日本国内でも検出されてい
なかった。

次に、前述のオミクロンの各系統について亜系統の内訳
を示す。BA.1 系統では BA.1.1. 2 が最も多く平均約 60％
を占めた（図 2）。次いで多かった BA.1.1 及び BA.1.15 を
合わせると平均約 90％にのぼった。そのほかに BA.1.20
及び BC.1 が検出された。BA.2 系統では 53 の亜系統が
検出されたが、BA.1 系統から BA.2 系統に置き換わった
2022 年第 6 週から第 33 週までの期間と BA.2.75 系統が検
出され始めた第 42 週以降では異なる系統の変異株が検出
された。第 6 週から第 33 週では BA.2、BA.2.3、BA.2.3. 1、
BA.2.3. 11、BA.2.3. 13 及び BA.2.24 が多く検出された（図
3）。第 42 週以降は BA.2.75 系統の亜系統である BN.1.2 及

図１　北海道における新型コロナウイルス変異株の系統の割合（2022 年第 1 週から 2023 年第 13 週）

図２　 北海道における新型コロナウイルス BA.1 系統の 
亜系統の割合（2022 年第 1 週から 2022 年第 25 週）
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び BN.1.3 が多く、その期間においてそれぞれ平均約 24％
及び約 23％を占めた。BA.2.75 系統以外では第 6 週から
第 33 週には検出されていなかった BA.2.3. 20 系統が検出
された。BA.4 系統については BA.4、BA.4.1、BA.4.6 の

3 系統が検出されたが、特徴的な分布はなかった。BA.5
系統では 110 の亜系統が検出された。BA.5 系統の大半を
占めた BA.5.2 系統のうち割合が大きかったのは BA.5.2、
BA.5.2. 1、BF.5 系統、BF.7 系統であった（図 4）。BF.7

図３　北海道における新型コロナウイルス BA.2 系統の亜系統の割合（2022 年第 6 週から 2022 年第 33 週）

図４　北海道における新型コロナウイルス BA.5 系統の亜系統の割合（2022 年第 24 週から 2023 年第 13 週）
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系統は BA.5 系統が主流になった後に検出され始め、ほ
かの BA.5.2 系統の亜系統と異なる推移を示した。また
BA.5.3 系統のうち半数以上が BQ.1 系統であり、BQ.1 の
ほかに BQ.1.1 など 22 の亜系統が検出された。組換え体に
ついては XBB 系統、XBF 系統及び XBJ 系統が合計 46 件
検出され、そのうち 40 件が BJ.1 系統（BA.2.10 の亜系
統）と BM.1.1. 1 系統（BA.2.75 の亜系統）の組換え体で
ある XBB 系統であった。XBB.1. 5 系統が 22 件、次いで
XBB.1. 9 系統が 12 件と多く検出され、2023 年第 13 週に
は XBB.1. 16 が 2 件及び XBB.1. 16. 1 が 1 件検出された。

2022 年第 1 週から 2023 年第 13 週までの北海道におけ
る新型コロナウイルス陽性患者数の推移を図 5 に示す。患
者数は増減を繰り返し、およそ 4 回増加のピークがあっ
た。新型コロナウイルス変異株の Pango 系統の割合と比
較すると、2022 年第 5 週頃をピークに患者数が増加した
時期は BA.1 系統が多くを占めていたことが分かる。また、
第 13 週から第 19 週にかけて患者数が再び増加した時期
に BA.1 系統から BA.2 系統への置き換わりが進んだ。同
様に第 27 週から第 33 週にかけて患者数が増加した時期に
BA.2 系統から BA.5 系統への置き換わりが進んだ。第 41
週以降の患者数増加の際にはそのような置き換わりは見ら
れなかったが、BA.2.75 系統、BF.7 系統及び BQ.1 系統が
検出され始めた時期と重なっていた。これらのことから新
たな変異株の流入や置き換わりが患者数の増加と関連する
可能性が考えられた。

今回北海道における新型コロナウイルス変異株の推移を
まとめることで、主流な変異株の置き換わりや亜系統の内
訳が明らかとなった。また、それらは患者数増加など発生
状況の変化と関連しており、アウトブレイクの予測に有用
な情報となることが示唆された。今後も、世界や日本国内

と比較した検出状況を把握し、感染性や重症度などのリス
クが変化した変異株の出現及び感染拡大を探知するため、
地域における変異株の発生動向の監視を続けることが必要
である。
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図５　北海道における新型コロナウイルス陽性患者数（2022 年第 1 週から 2023 年第 13 週）
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